












































































































































( 例 解き方のヒントを与える ) と情緒的サ










点 ( 道 ) とする ) ，児童の情緒的サポート18
項目の合計得点 ( 以下，児童得点 ( 情 ) とす
る ) を算出し，同様に教師のそれぞれのサポ
ートの合計得点 ( 以下，教師得点 ( 道 ) ，教
師得点 ( 情 ) とする ) を算出した。児童得点
( 道 ) ＜教師得点 ( 道 ) ，且つ児童得点
( 情 ) ＜教師得点 ( 情 ) である群を，児童が
望んでいるサポートを教師が行っている群











































本稿のデータは，平成 24 年 6 月 4 日から
6 月 9 日までに行われた数学 Ⅰ( 集合と命

















「 ( 不安に ) 全くならない (1点 ) 」から「必
ずなる(5点 ) 」の 5 件法，堀野らの質問紙は
「まったくあてはまらない (1点 ) 」から「よ












不安高群 ( 以下，高群 ) ，平均点以下を数学
不安低群 ( 以下，低群 ) とした。「生活計算
不安」因子を除いた理由は，本調査における






















































5.2.1. 命題 p⇒q  問題解決場面 





て説明を行った。 Dh は自分の解法 ( ベン



































図  2  高不安者 Sn  
 
5.2.2. 条件「 x ＞ 0 」の否定 説明場面 
 「 x ＞ 0 」の否定について，教師に指名さ
れた生徒 Te が「 x は 0 より小さい 。」 と答
えると，教師は「おしいな 。」 と言い， 2 つ
の数直線 ( 「 x ＞ 0 」と「x≦0」の数直線 )
を板書して説明を始めた。口頭では， 
「 x は 0 より大きいっていうことを否定する
ってことは， x は 0 より大きいものではない
ってことでしょう？ 0 より大きいものではな
いってことは， 0 もここは含んであげないと
















図  3  低不安者 Dh  
 



















えられる。 Sn が，板書された 2 つの数直線
を書かなかったのは，自分なりにポイント




図  4  高不安者 Sn  
 
5.2.3. 「少なくとも」の否定 説明場面 




るから奇数になる 。」 と説明した。 
Dh も Sn も，ノートに板書と同じように
書いた。 Dh のノートはそこで終わっていた
が， Sn のノートには，さらに「少なくとも
↔共に」と書かれていた ( 図5)。 
 
図  5  高不安者 Sn  
 















5.2.4. 対偶を利用する証明 説明場面 
「n2が偶数ならば， nは偶数である」の証
明の場面で，教師は，はじめに対偶をつくり，
その対偶の証明を始めた ( 対偶は，「 nが奇
数ならば，n2は奇数である」となる ) 。 n＝
2k ＋ 1 と表し，n2＝ 4 k2＋ 4k ＋ 1 とし，
ここで「 4k2 ＋ 4k 」の部分を色チョークで
強調し，「こいつを 2 でくくってあげよ
う 。」 と説明した。教師自ら強調しているこ




Dh は「 4k2 ＋ 4k 」を囲まなかった。
Dh がノートをとり始めたのは，教師が変形
した式「 2(2k2 ＋ 2k) ＋ 1 」を板書し終えて
からだった。板書された「 4k2 ＋ 4k ＋ 1 」
と「 2(2k2 ＋ 2k) ＋ 1 」を見ると，前後の流





















 図  6  高不安者 Sn( 下から 2 行目の囲みの




































「 x ＞ 0 」の否定の場面でも， Sn は，







上述した 2 つの場面において， Dh が板書
通りにノートに数直線を写したのに対し，








































「 x ＞1⇒x＞ 3 」 
→偽 (x＝2) 









































































































題「 x ＞ 8/9⇒x≧1 」を挙げる。この命題を，
Sn のように具体的な数値で捉えると，仮定












教師は，「 4k2 ＋ 4k ＋ 1 」から「 2(2k2
＋ 2k) ＋ 1 」へと式変形する際に，「 4k2 ＋
4k 」を色チョークで囲み強調した。また，
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